
上：《織女の家路》昭和 41 年（1966）　
　  （新潟県立近代美術館・万代島美術館所蔵）　
左：《雪女の訣別》昭和 43 年（1968）
　  （加茂南小学校所蔵）

洋画家・栢森義の「雪女」シリーズ
か や  も り  よ し

　

洋
画
家
・
栢か

や
も
り
よ
し

森
義
（
一
九
〇
一
～
九
二
）
は

加
茂
町
新
町
の
出
身
で
す
。
母
ス
ミ
は
村
松
町

（
五
泉
市
）
に
奉
公
に
出
、
歩
兵
第
三
十
連
隊

所
属
の
軍
人
と
の
間
に
婚
外
子
と
し
て
生
ま
れ

た
の
が
義
（
本
名
政
義
）
で
し
た
。

　

栢
森
は
昭
和
四
十
年
代
以
降
、「
雪
女
」
シ

リ
ー
ズ
に
取
り
組
み
ま
す
。
加
茂
で
は
明

治
二
十
年
代
に
近
代
的
な
織
物
業
が
勃ぼ
っ
こ
う興

し
、
加
茂
川
右
岸
（
新
町
の
対
岸
）
を
中
心

に
、
北ほ
く
し
ん
し
ゃ

辰
舎
や
皆
川
商
店
な
ど
の
特
徴
的
な

「
鋸の

こ
ぎ
り
や
ね

屋
根
」
の
織
物
工
場
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

栢
森
少
年
は
そ
こ
に
働
く
女
工
た
ち
に
好
奇
の

眼
差
し
を
向
け
、
彼
女
ら
と
箪た
ん

笥す

職
人
た
ち
と

の
恋
愛
に
も
興
味
を
抱
き
ま
し
た
。
彼
が
後
年

描
い
た
「
雪
女
」
は
、「
昔
か
ら
あ
る
物
語
と
は

ま
っ
た
く
無
縁
」
で
、
少
年
期
に
見
た
女
工
た

ち
や
母
親
な
ど
「
私
の
生
い
立
ち
に
ま
つ
わ
る

い
ろ
い
ろ
な
女
」「
豪
雪
の
越
後
の
女
」
へ
の
思

い
が
重
な
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
し
た
（「
ふ
る

さ
と
を
描
く
」『
新
潟
日
報
』
昭
和
52
・
２
・
22
）。

　

シ
リ
ー
ズ
の
起
点
と
な
る
《
織
し
ょ
く
女じ
ょ

の
家
路
》

に
は
、
鋸
屋
根
の
工
場
を
背
景
に
、
一
日
の
仕

事
を
終
え
て
家
路
を
急
ぐ
女
工
た
ち
の
列
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
画
家
の
空
想
は
自

由
度
を
増
し
、
花
束
を
持
ち
空
中
を
浮
遊
す
る

《
雪
女
の
訣け
つ

別べ
つ

》
な
ど
、
雪
女
の
イ
メ
ー
ジ
は

様
々
に
変
転
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

栢
森
が
晩
年
に
行
き
着
い
た「
雪
女
」シ
リ
ー

ズ
に
は
、
自
身
の
生
い
立
ち
や
思
春
期
の
異
性

に
対
す
る
感
情
、
往
時
の
加
茂
町
へ
の
郷
愁
な

ど
が
複
雑
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

（
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
　
長
嶋
圭
哉
）
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千
庵
は
加
茂
市
の
医
師
で
、
父
甫ほ

さ
ん三

（
一
七
六
七
～
一
八
二
八
）
の
次
男
と
し

て
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
十
四
歳
の
と
き
に
江
戸
の
岡
寿じ

ゅ
あ
ん庵

に
学
び
、
さ
ら
に
二
十
四
歳
、
京
都
の
藤

林
普
山
に
入
門
し
ま
す
。
塾
で
は
オ
ラ
ン

ダ
医
学
を
主
と
し
て
学
び
ま
し
た
。
京
都

か
ら
帰
っ
た
翌
年
再
度
江
戸
に
出
て
、
宇

田
川
玄
真
や
戸
塚
静せ

い
か
い海

・
藤
井
芳ほ

う
て
い亭

と
も

交
際
し
オ
ラ
ン
ダ
語
の
習
得
に
励
み
ま
し

た
。

　

千
庵
は
二
十
九
歳
の
と
き
、
水
原
村

（
阿
賀
野
市
）
の
沢
野
唯
八
の
娘
く
ん
と

結
婚
し
ま
す
。
二
年
後
の
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
に
父
の
甫
三
が
没
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
家
伝
薬
の
一

い
ち
り
ゅ
う
が
ん

粒
丸
を
改
良

し
て
、
江
戸
に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
安

政
六
年
（
一
八
五
七
）、
千
庵
は
六
十
歳

で
没
し
ま
し
た
。

　

千
庵
に
は
長
兄
の
正
太
郎
が
い
ま
す

が
、
早
く
に
加
茂
町
庄
屋
の
市
川
正
兵
衛

へ
養
子
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
甫
三
の
三

男
円
治
は
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）生
ま
れ

で
、
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）に
栃
尾
町

（
長
岡
市
）
に

分
家
し
や
は
り

医
業
を
勤
め
ま

し
た
。
そ
の
後

西に
し
か
や
ば

萱
場
村
（
新

潟
市
南
区
）
に

引
っ
越
し
ま
し

た
が
、
明
治
三

年（
一
八
七
〇
）

に
再
び
栃
尾

町
に
移
り
医

業
に
従
事
後
、

明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）

に
病
死
し
ま
し

た
。

　

四
男
の
正
治
は
文
化
十
年（
一
八
一
三
）

生
ま
れ
で
、
若
年
の
と
き
、
小
千
谷
町
周

辺
の
十
数
村
の
庄
屋
を
統
轄
す
る
割
元
東

あ
ず
ま

徳
右
衛
門
の
養
子
に
入
り
ま
す
。
し
か
し

三
、四
年
後
離
別
し
、
江
戸
に
出
て
、
戸

塚
静
海
や
川
本
幸
民
で
西
洋
医
学
を
学
び

ま
す
。
そ
の
後
、
柏
崎
町
で
医
業
を
開
い

て
活
躍
し
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に

享
年
五
十
歳
で
病
没
し
ま
し
た
。

　

千
庵
の
実
子
は
夭よ

う
せ
つ折

し
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
に
生
ま
れ
た
兄
正
太
郎
の

三
男
を
養
子
に
迎
え
、
名
を
専
庵
と
名
乗

ら
せ
森
田
家
を
継
が
せ
ま
し
た
。
ま
た
専

庵
の
代
に
、
姓
を
森
田
か
ら
先
祖
の
山
吉

に
復
し
、
山
吉
専
庵
は
白
山
新
田（
三
条

市
）の
渡
辺
精
左
衛
門
の
娘
た
け
を
娶
り
、

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
息
子
の
省
吾

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
医
学
は
義
父
千
庵
か

ら
、
の
ち
に
新
潟
町
（
新
潟
市
中
央
区
）

の
竹
山
屯た

む
ろか

ら
学
び
、
ま
た
京
都
に
出
て

修
業
し
、
帰
郷
し
て
開
業
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
家
業
は
不
振
と
な
り
、
廃
業
し
ま

し
た
。

　

省
吾
の
長
男
の
森
太
郎
は
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
生
ま
れ
で
家
督
を
継
ぎ
ま

し
た
。

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
生
ま
れ
の

森
次
郎
（
山
吉
頼ら

い
き奇

）
は
、
分
家
に
出
て

絵
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
明
治
四
十
五
年

に
東
京
に
転
居
し
、
文
部
省
美
術
展
覧
会

作
家
田
中
頼

ら
い
し
ょ
う璋

の
画
塾
に
入
り
日
本
画
を

学
び
ま
し
た
。
画
塾
で
は
一
時
、
塾
頭
の

役
目
を
負
う
ほ
ど
で
し
た
。
加
茂
町
へ

帰
っ
て
来
た
の
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一

九
）
と
さ
れ
、
以
後
郷
里
で
制
作
活
動
を

行
い
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に

没
し
ま
し
た
（
加
茂
市
民
俗
資
料
館
所
蔵

「
山
吉
頼
奇
遺
作
展
写
真
集
」）。

�

（
加
茂
市
史
編
集
委
員
　
関 

正
平
）

森
田
千
庵
家
と
そ
の
分
家

◀�

制
作
中
の
山
吉
頼
奇
（
民
俗
資
料
館
所

蔵
「
山
吉
頼
奇
遺
作
展
写
真
集
」
よ
り
）

▲� ��森田家系図　甫三の三男円治（善盛）と四男正治
（孚盛）の記事（長岡市立科学博物館寄託文書）

▲���山吉家の遺構　蔵の妻面に残る山吉の家紋が残る
　（上町 永井茶舗）
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雛
田
松
溪
と
千
尋
の
幼
年
時
代

　

青
海
神
社
社
僧
で
国
学
者
の
雛
田
松

し
ょ
う
け
い溪�

（
一
八
一
九
～
一
八
八
六
）
は
明
治
維
新

期
前
後
に
私
塾
を
開
き
、
子
の
千ち

か

ら

佳
良

（
一
八
四
七
～
一
九
〇
二
）
も
漢
学
と
英

語
を
教
え
て
い
ま
し
た
（『
新
潟
県
学
事

第
十
五
年
報
』）。
松
渓
の
孫
で
千
佳
良

の
子
・
千ち

ひ
ろ尋

と
弟
作さ

く
ら楽�

（
一
八
七
三
～

一
九
〇
七
）
は
塾
生
の
学
ぶ
姿
に
も
触
れ

な
が
ら
、
い
つ
で
も
蔵
書
が
読
め
る
環
境

に
あ
り
、
学
習
を
好
み
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

に
祖
父
が
中
風
に
罹
り
、
十
九
年
に
松
渓
、

二
十
二
年
に
祖
母
キ
ク
（
一
八
二
八
～

一
八
八
九
）
が
亡
く
な
る
ま
で
約
十
年
に

わ
た
り
、
千
尋
の
十
代
は
看
護
に
費
や
さ

れ
ま
し
た
（『
成
瀬
先
生
講
演
集
』
第
六
）。

生
徒
か
ら
教
師
へ

　

明
治
二
十
年
五
月
、
牧
師
の
成な

る
せ
じ
ん
ぞ
う

瀬
仁
蔵

（
一
八
五
八
～
一
九
一
九
）
ら
八
人
が
発

起
人
と
な
っ
て
設
立
し
た
四
年
制
の
私
立

新
潟
女
学
校
が
開
校
し
、
千
尋
も
十
九
歳

で
入
学
し
ま
し
た
。
三
年
時
に
は
学
年
卒

業
式
で
生
徒
代
表
と
な
っ
て
い
ま
す（『
新

潟
新
聞
』
明
治
23
・
7
・
13
）。
し
か
し

卒
業
を
前
に
中
退
し
、
こ
こ
で
も
一
期
生

と
し
て
東
京
の
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現

お
茶
の
水
女
子
大
学
）
に
入
学
し
ま
し
た
。

す
で
に
作
楽
が
東
京
英
語
学
校
に
通
学
し

て
い
た
こ
と
と
（
浅
見
恵
『
小
柳
司
氣
太
・

日
記
』）、
何
よ
り
千
佳
良
が
漢
学
の
実
力

を
活い

か
す
希
望
が
あ
っ
て
、
家
族
揃
っ
て

の
東
京
寄
寓
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
二
十
八
年
に
地
理
・
歴
史
を
修
め

て
卒
業
し
、
千
尋
は
市
立
大
阪
高
等
女
学

校
（
現
大
阪
府
立
大
手
前
高
校
）
教
師
に

な
り
ま
し
た
（『
読
売
新
聞
』
大
正
３
・
９
・

26
）。
新
潟
女
学
校
の
恩
師
で
、
米
国
で

女
子
教
育
を
学
ん
で
い
た
成
瀬
仁
蔵
が
前

年
に
帰
国
し
、
私
立
梅ば

い
か花

女
学
校
校
長
と

し
て
大
阪
に
赴
任
し
て
い
ま
し
た
。
成
瀬

の
勧
誘
と
米
国
の
新
し
い
女
子
教
育
へ
の

関
心
か
ら
、
大
阪
へ
就
職
し
た
と
推
察
さ

れ
ま
す
。

七
六
通
の
書
簡
「
師
の
君
へ
」

　

千
尋
宛
の
大
阪
高
女
生
や
同
僚
か
ら
の

書
簡
七
六
通
を
み
る
と
、
千
尋
は
「
師
の

君
」
と
慕
わ
れ
て
い
ま
す
（
田
上
町�

遠

藤
勇
氏
所
蔵
）。
そ
の
中
の
約
七
〇
通
が

明
治
三
十
五
年
四
月
か
ら
五
月
に
書
か
れ

た
も
の
で
、
五
月
十
六
日
に
は
病
気
で
亡

く
な
る
父
千
佳
良
の
看
病
の
た
め
加
茂
町

に
帰
っ
て
い
た
時
期
の
も
の
で
す
。
見
舞

い
と
お
悔
や
み
の
言
葉
に
添
え
て
、「
一

日
も
早
く
御
帰
阪
遊
ば
さ
れ
む
事
を
」「
皆

他
の
人
々
が
雛
田
先
生
こ
れ
で
御
帰（

マ
マ
）坂

遊

さ
れ
ん
の
で
あ
ろ
う
か
と
申
し
」
な
ど
と
、

こ
ぞ
っ
て
辞
職
を
危
惧
し
、
引
き
留
め
る

か
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

　

組
織
的
に
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
な
ぜ

書
い
た
の
で
し
ょ
う
。
背
景
に
、
明
治

三
十
四
年
四
月
に
成
瀬
ら
が
中
心
と
な
っ

て
日
本
女
子
大
学
校
（
現
日
本
女
子
大

学
）・
同
附
属
高
等
女
学
校
を
東
京
に
設

立
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
千
尋
は
こ

の
附
属
高
等
女
学
校
に
強
く
誘
わ
れ
て
い

た
の
で
す
。

　

結
局
は
一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
、
千
尋

は
附
属
高
女
教
師
に
な
り
ま
し
た
。
明
治

三
十
六
年
四
月
か
ら
は
日
本
女
子
大
学
校

櫻お
う
ふ
う
か
い

楓
会
（
同
窓
会
）
役
員
や
責

せ
き
ぜ
ん
り
ょ
う

善
寮
（
寄

宿
舎
）
の
初
代
寮
監
に
も
選
任
さ
れ
て
、

同
僚
・
生
徒
の
信
望
を
得
て
い
き
ま
し
た

（『
日
本
女
子
大
学
校
四
十
年
史
』）。

　

明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
二
日
、
千
尋

は
享
年
四
十
歳
で
、
療
養
先
の
加
茂
町
で

死
去
し
ま
し
た
。
同
月
三
十
日
、
女
子
大

学
校
は
追
悼
会
を
催
し
、
成
瀬
は
二
十
年

来
生
徒
と
し
て
も
教
育
者
と
し
て
も
、
女

子
教
育
を
拓ひ

ら

い
て
き
た
千
尋
の
生
涯
を
称

え
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
二
年
四
月
に
、
松
溪
の
漢
詩

集
『
我が

い

が
為
我
堂ど

う
い
こ
う

遺
稿
』
が
上じ

ょ
う
し梓

さ
れ
、
幕

末
維
新
期
の
重
要
な
文
献
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
上
梓
は
、
千
尋
が
亡
く
な
る
直

前
に
病
を
押
し
て
従
兄
弟
の
漢
学
者
・
小

柳
司し

げ

た
氣
太�

（
一
八
七
〇
～
一
九
四
〇
）
に

遺
稿
を
託
し
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
尾お

ふ
る
や
ま

振
山
の
雛
田
家
墓
地
に
は
母
ノ
ブ

（
一
八
五
四
～
一
八
九
三
）・
千
尋
・
作
楽

連
名
の
招
魂
碑
が
、
松
溪
や
千
佳
良
の
墓

碑
の
脇
に
建
っ
て
い
ま
す
。

（
新
潟
女
性
史
ク
ラ
ブ
　
加
藤
久
美
子
）

雛
田
千
尋
―
女
子
教
育
を
拓
く

新
潟
県
は
女
子
の
中
等
教
育
機
関
の
設
立
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

加
茂
町
に
生
ま
れ
て
最
初
期
の
教
育
を
受
け
、
さ
ら
に
教
育
者
と
し
て
歩
ん
だ

雛ひ
な

田だ

千ち

尋ひ
ろ

（
一
八
六
九
～
一
九
〇
八
）
の
軌き

せ
き跡

を
辿
り
ま
す
。

▶ �日本女子大学校櫻楓会の役員　前列右から 2
番目の女性の肩に手をかけて立つのが雛田千尋

（『日本女子大学校四十年史』より）

▶ � ��ノブ・千尋・作楽の招魂碑
　 作楽の子二葉子・録子の建立
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令
和
六
年
の
年
初
、
か
つ
て
「
目
白
御

殿
」と
呼
ば
れ
た
旧
田
中
角
栄
邸
が
焼
失
、

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
は
大
物
政
治
家
や
地
元
自
治
体

だ
け
で
な
く
、
全
国
か
ら
陳
情
団
が
「
目

白
詣
も
う
で

」
と
し
て
訪
れ
、
就
職
の
世
話
を
は

じ
め
省
庁
へ
の
仲
介
等
、
正
に
田
中
角
栄

的
な
戦
後
日
本
政
治
の
現
場
を
象
徴
す
る

場
で
し
た
。

　

田
中
角
栄
は
戦
後
日
本
政
治
の
象
徴
的

人
物
と
し
て
、
人
々
の
記
憶
だ
け
で
な
く
、

そ
の
痕
跡
は
未
だ
に
日
本
列
島
の
様
々
な

と
こ
ろ
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

加
茂
市
は
田
中
角
栄
が
計
一
六
回
の
当

選
を
重
ね
た
中
選
挙
区
時
代
、
旧
新
潟
三

区
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い

る
市
民
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ

で
は
改
め
て
加
茂
市
と
田
中
角
栄
と
の
関

係
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
加
茂
市
は
日
本
政
界
史
上
に
お

い
て
最
強
の
後
援
会
で
、
鉄
の
結
束
を
誇

る
と
言
わ
れ
た
「
越
山
会
」
の
公
式
な
発

足
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
は
昭
和

二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
と
さ
れ
、

材
木
商
で
あ
っ
た
菊
田
次
郎
が
加
茂

の
越
山
会
の
会
長
に
つ
き
ま
し
た
。

こ
の
当
時
は
既
に
田
中
は
四
回
の
当

選
を
重
ね
て
お
り
、
旧
新
潟
三
区
の

各
地
に
後
援
会
組
織
を
有
し
て
い
ま

し
た
が
、
田
中
の
徴
兵
に
よ
る
軍
隊

時
代
の
上
官
で
あ
っ
た
片
岡
甚
松
が

当
時
、
故
郷
の
加
茂
に
居
た
と
い
う

こ
と
も
、
田
中
が
直
々
に
名
付
け
た

は
じ
め
て
の
「
越
山
会
」
と
い
う
名

を
利
用
し
た
後
援
会
に
し
た
こ
と
に

関
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

片
岡
甚
松
は
そ
の
後
、
越
後
交
通
社

社
長
・
越
山
会
県
本
部
会
長
と
し
て
社
業

だ
け
で
な
く
、
地
元
で
の
選
挙
を
取
り
仕

切
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
の
田
中
と
加
茂
市
と
の
関
わ
り

は
、
戦
後
最
年
少
の
三
十
九
歳
で
郵
政
大

臣
と
し
て
初
入
閣
を
果
た
し
た
際
に
ま
ず

一
つ
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
就
任

翌
年
の
お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き
の
特
賞

商
品
に
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂

総
桐
箪
笥
が
採
用
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
で
加
茂
が
桐
箪
笥
の
産

地
と
し
て
広
く
全
国
に
知
れ
渡
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
桐
箪
笥
に
関
し
て
は
、
田
中

角
栄
の
大
蔵
大
臣
の
在
任
期
間
の
終
了
し

た
翌
年
の
昭
和
四
十
一
年
の
「
物
品
税

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
お
い

て
、そ
れ
ま
で
桐
箪
笥
は
贅
沢
品
と
さ
れ
、

二
十
％
の
物
品
税
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

田
中
が
最
も
得
意
と
し
た
土
木
事
業
関

係
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
の
加
茂

川
・
下
条
川
の
大
水
害
を
き
っ
か
け
に
し

た
河
川
改
修
事
業
の
実
施
に
関
わ
り
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
水
害
当
時
の
吉
田

巌
市
長
の
時
代
や
次
の
皆
川
良
二
市
長
の

時
代
に
、
市
政
の
重
要
人
物
ら
と
と
も
に

「
目
白
詣
」
に
行
く
こ
と
が
増
え
た
、
と

い
う
こ
と
が
、
当
時
の
加
茂
市
の
政
界
関

係
者
の
証
言
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
茂
川
沿
い
の
石
川
公
園
に
加
茂

川
河
川
改
修
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
片
面
は
田
中
角
栄
に
よ
る

書
が
刻
字
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
茂
市
は
新
潟
三
区
の
中
で
も
木
工
、

繊
維
、
機
械
を
は
じ
め
、
多
様
な
産
業
を

有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
土
木
産
業
が
必

ず
し
も
地
域
の
主
要
産
業
と
は
な
ら
ず
、

そ
の
面
か
ら
は
田
中
角
栄
と
の
関
わ
り
が

比
較
的
薄
か
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

痕
跡
は
確
か
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
近
現
代
部
会
　
箕
輪
允
智
）

初
の
新
潟
県
出
身
の
首
相
で
、「
今
太
閤
」、「
庶
民
宰
相
」
と
呼
ば
れ
た
田
中
角
栄

は
一
六
回
の
選
挙
を
全
て
加
茂
市
を
含
ん
だ
旧
新
潟
三
区
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
田
中
角
栄
と
加
茂
市
と
の
関
わ
り
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

▲�桐箪笥が特賞商品に採用された紹介
記事　昭和33年、34年に年賀はが
きの特賞として桐箪笥が採用された
（『加茂市政だより』昭和32.11.1）

◀�
越
山
会
の
会
報
誌
　
越
山
会
は
選
挙
時
だ
け
で
な
く
、

会
員
向
け
に
国
会
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
や
地
域
対
抗
野
球

大
会
等
も
行
っ
て
い
た
。
写
真
内
の
会
食
場
は
「
目
白

詣
」
で
待
合
室
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
場
所
で

あ
り
、
田
中
が
在
宅
の
際
に
は
全
国
か
ら
多
く
の
陳
情

等
の
来
客
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
（「
月
刊
越
山
」
181
）

◀
上
：�

石
川
公
園
の
加
茂
川
河
川
改
修
の
記
念
碑

　
下
：
加
茂
市
役
所
内
の
原
本

�
石
川
公
園
の
加
茂
川
河
川
改
修
の
記
念
碑
に

刻
ま
れ
た
田
中
角
栄
の
書
。
こ
の
裏
に
は
河

川
改
修
に
尽
力
し
た
吉
田
巌
・
皆
川
良
二
両

市
長
の
名
で
大
規
模
改
修
の
完
了
を
讃
え
る

内
容
が
刻
ま
れ
て
い
る

庶
民
宰
相
・
田
中
角
栄
と
加
茂
市

4


